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今週取り組んだこと

GMDH

GMDHについての論文を読み，理解を深める．

GMDHのプログラム
(未完成)論文を読みながらプログラムを作る．
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プログラム

前提条件
図 1の表の奇数部をトレーニングデータ，偶数部をチェッキングデータと
し，GMDHによって Yを予測していく．

図 1: 前提条件
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プログラム

アルゴリズムの流れ

図 2: 前提条件
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プログラム

中間変数の作成
入力変数 xk=xi,xj に対して中間変数 zk を作る．
i = i+ 1であり，0< i, j <N(=10)の範囲をとる．入力変数の多項式は (1)
式とする．

zk = a0 + a1xi + a2xj + a3xixj + a4x
2
i + a5x

2
j (1)

(1)式右辺の al(l = 0, 1, 2, 3, 4, 5)は実データに基づく二乗平均誤差を最小
にするよう最小二乗法を用いて求める．
二条平均誤差の式は，

e2k = (y − zk)2 (2)
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プログラム

最小二乗法
e2 を偏微分し，右辺を 0とする方程式として極値を求める．

図 3: 方程式

これを解くと，aの値が予測でき，f(xi, yi) = zi が求まる
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プログラム

繰り返し
Ek < Ek−1 のとき，em の小さい順に N個対応する中間変数を選ぶ
前項で求めた中間変数を使用して次の中間変数を作成し，同様に二乗平均
誤差を求める．

vk = a0 + a1zi + a2zj + a3zizj + a4z
2
i + a5z

2
j (3)

wk = a0 + a1vi + a2vj + a3vivj + a4v
2
i + a5v

2
j (4)

これを繰り返し，Ek ≧ Ek−1 ならば繰り返しを止める．
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まとめ

今後の展開
GMDHについてより深く知る
プログラムを完成させ，結果を出力する
pythonでの最小二乗法を勉強する．
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